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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ26(標準事業)

①
基
本
事
項

事業コード 事業名 部名 企画総務部

02316-1 まちづくり基本条例推進事業 室名 企画政策室

施策の方向 01:地方分権の推進 項 総務管理費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 企画費

施
策
体
系

基本施策の大綱 06:行政経営 財
務
科
目

会計 一般会計

基本施策 01:自立した行政経営の推進 款 総務費

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

　亀山市まちづくり基本条例に基づくまちづくりを推進するため、同条例第20条の規定により「亀山市まちづくり基本条例推進委員
会」を設置し、次の事項について調査検討を行う。
　１．この条例に基づくまちづくりの推進に関する具体的な方法
　２．この条例の見直しに関する事項
　３．その他この条例に基づくまちづくりの推進に必要な事項

③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①
名称 まちづくり基本条例推進委員会の開催回数 計画値

補足
実績値 3 3 4
単位 回 回 回

補足
実績値 0 1 0
単位 回 回

名称 まちづくり基本条例のPR回数 計画値

回

成
果

①
名称 まちづくり基本条例の認知度 計画値

補足

②

総合計画の市民意識調査の実施時に把握する(H25のみ） 実績値 12.5
単位 ％

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
１．推進委員会開催数　4回(8/11,10/3,1/23,2/27)
・委員委嘱、委員会の役割確認、今後の進め方の検討
・市議会総務委員会の提言報告、検討テーマの絞り込み
・まちづくり基本条例の改正について
　テーマ「地域づくり」に関する現状の取組説明
・前回説明テーマに対する意見交換
　テーマ「協働」に関する現状の取組説明

２．新規採用職員の研修会　1回
　日時：4月1日　午後1時30分～
　参加者：新規採用職員　23名

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金

平均給与額×③

その他 受益者負担率 0.0%

国庫支出金 所要人員 0.33

人
件
費

総人件費 2,443
事業費 280 191 一般職員人件費 2,443

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

総人件費 2,443
総コスト 2,634

一般財源 280 191
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

適切 最終評価確認者： 企画政策室長　豊田 達也

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
　公募による委員の参画も得て、第3期となる亀山市まちづくり基本条例推進委員会を組織し、具体的なまちづくりの
推進の方法を検討していく体制を整備した。平成26年度は、推進委員会を4回開催し、今後具体的なまちづくりを推進
していくために検討すべきテーマを「地域づくり」、「協働」、「基本条例との整合の検証」の3つに絞り込み、次期推進計
画（H28‐H29）に盛り込むべき事項を集約するため、調査研究を行った。
　さらに、職場内での啓発として、新規職員を対象とした研修会の中で、まちづくり基本条例について説明を行い、意
識付けの機会とすることができた。

Ａ
順調に進んだ

　まちづくり基本条例推進委員会でのテーマに則った議論及び個別事業の実績・評価を踏まえ、次期推進計画に盛り込む必要があ
る。また、まちづくり基本条例の認知度におけるポイントが低く、まちづくり基本条例の浸透を図るため、今後とも条例のPRが必要で
ある。
　さらに、第2次総合計画や地域まちづくり協議会の位置付けについて、本条例の見直しに関する事項として今後検討が必要である。

　まちづくり基本条例推進委員会において、「地域づくり」、「協働」の議論を踏まえた次期推進計画の調査検討を行うとともに、条例の
浸透を図るために、職員はもとより、市民への積極的な周知を行い、条例に基づく取り組みを進める。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：


